
フェスティバル

≪主 催≫  防災とボランティアのフェスティバル実行委員会

≪共 催≫  特定非営利活動法人 東北ボランティア有志の会香川

 四国災害ボランティアネットワーク [問合：080-2980-5144］   

公益財団法人高松観光コンベンション・ビューロー                                                                                                   

 Facebook
← イベント
 ペｰジ

3.8防災を学ぶ
[アイプラザ、デックスガレリア・ヨンデンプラザ]

 ＊写真展    ＊AED心肺蘇生法
   ＊災害弱者防災    ＊災害用伝言版
   ＊家具固定    ＊GISハザードマップ
   ＊防災備蓄    ＊みんなの居場所
   ＊耐震診断    ＊防災料理教室

はたらくくるま
[多目的広場・デックスガレリア]

  ＊消防車 ＊煙体験
  ＊災害用トイレカー
  ＊マイクロ重機
  ＊電源車
  ＊クルマ給電

ボランティア入門

  ［デックスガレリア・多目的広場］

  ＊段ボールベッド、段ボールトイレ
＊アシスト瓦←作ってみよう

  ＊写真洗浄  ←体験してみよう

  ＊水消火器  ←やってみよう

  ＊技術系ボランティア（家屋修復の活動）

    被災地応援 ［多目的広場］

  ＊被災地物産販売「買って応援」
  ＊「被災地での炊出し」バザー

＊支援者たちによるステージ

ＳＤＧｓ

  ＊「災害ごみ」の取り組み

       講演会 [会場：アイプラザ２階アイホール]

＊【西日本豪雨被災地】 『西日本豪雨の体験から』 講師 ： 宇和島市 岡原文彰市長  
＊【東日本大震災被災地】 『東日本大震災からの学び』 講師 ： 笑顔広がれプロジェクト高橋ひろみさん

できる時に  できる人が  できる事をする

～未来を担う子どもたちとともに～

オープニング ＊太鼓集団「満天」                             くまモンが香川へ                                

＊よさこい踊り「さぬき舞人」     13：00～13：30

Special
Guests

●日時：2023年11月18日（土）10時～16時

●場所：サンポート高松
（高松市サンポート2-1）

☆ちょこっとボランティア（スタンプラリー）でお土産をゲットしよう

入場
無料

みんな集まれ！



≪後 援≫ 消防庁 ・ 国土交通省四国地方整備局 ・ 環境省中国四国地方環境事務所四国事務所

 宇和島市 ・ 香川県 ・ 高松市 ・ 香川県社会福祉協議会

    ≪助 成≫   一般社団法人四国クリエイト協会   

 Yahoo！基金 被災地復興調査助成

の 民間発信 の防災イベント

「 このイベントは、SDGs ⑪ と ⑫ を実行します。」

発災しても住民が「最後まで頑張れる・やり切れる」そんなボランティア力を高め、日常のつながりを深めます。

⑪災害に強い街 ＳＤＧs11 住み続けられるまちづくりを
イベント会場において、災害弱者でもある高齢者や障がいを持ったかたや小さな子ども連れの方に配慮した
交流スペースを配置します。

    ⑫３Ｒ（ごみを減らし、差し利用し、資源化すること）ＳＤＧｓ12 
ゴミは来場者ができる範囲で３Ｒを心がけ、来場者自身で考える社会貢献の実現を目指します。
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市長就任後９か月後に西日本豪雨で
甚大な被害を受けた宇和島市吉田町。
行政としての取り組みや、ＮＰＯとの協
働、また、被災地で大きな問題になる
「災害ごみ」についてのご経験からの

お話を伺います。

2011年東日本大震災で当時５歳だった
一人娘ひなのちゃんが幼稚園バスの
中で津波の犠牲に。二度と悲しいこと
が起こらないようにと、ふじ幼稚園の
園長先生たちと一緒に、防災啓発に

取り組んでいます。

2016年熊本地方において二度にわたり
震度７の地震が発生し甚大な被害をも
たらした熊本県。 南阿蘇村で災害支援
活動をしたことがきっかけで2017年に
くまモンが香川へ来てくれました。震災

から７年。復興は進んだかな～。

2017/1/26の様子
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